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❶　事 業 の 概 要

　塵芥車（3ｔ）３台・脱着式ｺﾝﾃﾅ車（4ｔ）１台・脱着式ｺﾝﾃﾅ車（6.3ｔ）1台

①　組織の概要

　TEL：０５５７－６７－４１４１

　FAX：０５５７－６７－４１４２

　ＨＰ：http://marudai-atami.jp

　Eｰmail：eco@marudai-atami.jp

  ３００万円

商 号

代 表 者

所 在 地

法 人 設 立 年 月 日

事 業 の 概 要 　 再生資源回収／一般廃棄物収集運搬業／産業廃棄物収集運搬業／一般貨物自動車運送業

資 本 金

　 株式会社 マ ル ダ イ

　 代表取締役　大 川　正 史

　〒413-0101　 静岡県熱海市上多賀459番地の8

　平成 23 年 11 月 1 日　

９期（2020年）令２年 10期（2021年）令３年 11期（2022年）令４年実 績 の 規 模

　コンテナBOX（10㎥）2台・コンテナBOX（1.0㎥）10台・コンテナBOX（3㎥）10台

　事務責任者　大川　ゆみ

　業務責任者　八木橋　匠

環 境 管 理 責 任 者

担 当 者

連 絡 先

　フォークリフト 1台・30ｔトラックスケール 1台・コンテナBOX（8㎥）6台

保 有 設 備

ー１ー

1,154㎡ 1,154㎡

0ｔ 0.78t

9人 9人 9人

延 べ 床 面 積 （ ㎡ ） 1,154㎡

　トラック（1.5ｔ）１台・トラック（2.0ｔ）1台・油圧ｼｬﾍﾞﾙ（0.45ｔ）1台

0ｔ
産業廃棄物収集運搬実績

（ ｔ ）

従 業 員 人 数 （ 人 ）

5,870 5,940 6,102

1,319ｔ 1,020t 1,165ｔ

売 上 高 （ 万 円 ）

一般廃棄物収集運搬実績

（ ｔ ）



※ ※ ※

産業廃棄物収集運搬許可車両

許可番号

中運自貨第476号

静公委熱32号

第491060000511号

第425-2号

脱着装置ｺﾝﾃﾅ専用車4ｔ：１台　6.3ｔ：１台　3ｔﾊﾟﾜｰｹﾞｰﾄ車：１台

産業廃棄物収集運搬業

許可番号

熱海市指令市協第32号

伊東市指令環第100号

許可番号

第022011653125号

一般廃棄物収集運搬許可証

令和6年2月7日 （特定家庭用機器再商品化法対象物）

２・産業廃棄物（収集運搬業）

静岡県
令和4年3月21日

伊東市
令和4年2月8日

令和9年3月20日

静岡県公安委員会
平成25年2月18日

古物商許可証
無

静岡県
平成26年10月28日

　取得許可に関する状況

熱海市
令和3年4月1日

一般廃棄物収集運搬許可証
令和5年3月31日

許可市町村
許可年月日

許可の種類
許可の期限

1・一般廃棄物（収集運搬・受託業）

ー1－（2）

許可の種類
許可の期限

３・その他許可

許可団体
許可年月日

静岡県公安委員会
平成25年2月18日

金属屑商許可証
無

中部運輸局
平成23年12月22日

一般区域貨物自動車運送事業許可証
無

計量証明事業登録証
無
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許可都道府県
許可年月日



    ※水銀使用製品産業廃棄物を含む・石綿含有産業廃棄物を除く

  ※水銀使用製品産業廃棄物を含む・石綿含有産業廃棄物を除く
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　＜一般廃棄物処理のフロー＞

②　処理工程図

　＜産業廃棄物処理のフロー＞
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作 成 者 :

対 象 範 囲 :

＜環境管理組織における機能＞

ー３－

環境経営システムの確立、実施

環境目標及び環境計画の作成

環境経営推進会議の実施

経営者への環境管理進捗状況の報告

各部門に於ける資料・データの管理

目標に対する進捗状況の把握と環境管理責任者への報告

環境経営レポートの作成

マニフェスト・契約書・許可書等の確認

環境計画の実施

車両整備・検査証等の確認

月別部門データの集計

推進会議への出席

環境管理責任者

ＥＡ21推進会議

収集運搬部／作業管理部

③　実 施 体 制

八木橋　匠 秋本　義一

代表取締役　大川　正史

環境管理責者

大川　ゆみ

ＥＡ21推進会議

収集運搬部 作業場管理部

2023 年 2 月 10 日

大 川 ゆ み

全 組 織 活 動

全体の評価及び見直し

代表取締役

経営における課題とチャンスの明確化

経営責任者

推進部署名 役　割　の　内　容

環境経営全般に対しての責任と権限

環境経営方針の作成、実施体制の構築

経営資源予算の検討



基 本 理 念

株式会社マルダイは、この緑豊かな地球環境の保全とその承継の重要性を認識し、

一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業を行う中で、地球環境の保全に努める事の大切

さを考え、事業活動を行いたいと思います。

弊社の掲げるスローガン「限りある資源を次世代へ・・・・・。」を基本理念とし、

地域社会からの支持、信頼を得られる会社を目指して参ります。

基 本 方 針
　　

１．　省資源・省エネルギー活動の推進

　　　　電力・水・ガス等のエネルギー使用量の数量を把握し、資源エネルギーの削減

　　　　に努めて参ります。

２．　エコドライブ等ＣＯ2削減の推進

アイドリングストップ及び収集運搬車の顧客ルートの効率化を図りながら、

エコドライブで環境負荷への低減を推進して参ります。

３．　廃棄物の削減・分別・処理・リサイクル活動の推進

各事業所より排出される廃棄物を、適正処理するとともに、分別指導及び

リサイクル化を推進して参ります。

４．　グリーン購入の推進

事業活動で使用する機器及び事務用品等は、グリーン購入に努めて参ります。

５．　社員教育の実施

環境経営方針は、教育訓練及び日常の管理活動を通じ、全社員に周知させ、

継続的な改善に努めて参ります。

制定日：２０２１ 年　11　月 　1　 日

株 式 会 社 マ ル ダ イ

代 表 取 締 役 大 川 正 史

④　環境経営方針

ー４－



■　当社は、令和元年度の実績に基づき目標を掲げ環境活動に取り組む。

kg-CO2

電 力 Kwh

ガ ソ リ ン ℓ

軽 油 ℓ

灯 油 ℓ

プ ロ パ ン ガ ス kg

ｔ

ｔ

ｔ

㎥

件

kg-CO2

電 力 Kwh

ガ ソ リ ン ℓ

軽 油 ℓ

灯 油 ℓ

プ ロ パ ン ガ ス kg

ｔ

ｔ

ｔ

㎥

件

2025年11月

～ ～ ～ ～ ～

⑤　環境経営目標

3,588.0 3,534.2 3,516.2 3,498.3 3,445.8

内　訳

2024年10月 2025年10月

52,711.7 51,921.0 51,657.5 51,393.9

実績把握

1,677.2 1,652.0 1,643.7 1,635.3

一 般 廃 棄 物 受 託 量 1,319.5 1,359.1 1,385.5 1,425.06

40.4 実績把握 実績把握 実績把握

0.0 1.00 1.50 2.00

1,677.2 1,660.4 2,042.1

40.4 実績把握 4.5

1,610.7

18,243.0 17,969.4 17,878.1 17,786.9

0.1755

1,467.81

0.17290.18 0.177

173.8

1,165.4 80.3%

0.18 0.180 0.160 112.5%

181.0

0.0 実績把握 301.0 100.0%

　　1．中長期環境目標

Ｒ1年 Ｒ3年 Ｒ4年 Ｒ5年

二酸化炭素排出量

179.2 68.0 263.5%

100.0%

産 業 廃 棄 物 受 託 量 0.0 実績把握 0.78 100.0%

内　訳

3,588.0 3,552.1 4,143.0

81.3%

18,243.0 18,060.6 17,566.9 102.8%

２０２４年

2026年10月

２０２５年

50,363.4

実績把握

3.00産 業 廃 棄 物 受 託 量

項　　　目 単　位

２０１９年 ２０２２年 ２０２３年

Ｒ6年

2019年11月 2022年11月 2023年11月 2024年11月

2020年10月 2023年10月

17,520.1

0.0 実績把握 実績把握 実績把握

単　位

基準（Ｒ1） 目標（Ｒ3） 実績（Ｒ3）

2019年11月

17.00排 出 事 業 者 へ の 分 別 指 導 10.0 12.0 14.0 16.00

　　2．単年度環境目標

水 使 用 量 181.0 178.3 177.4 176.5

評価

0.176

二酸化炭素排出量 52,711.7 52,184.6 52,708.2 99.0%

2022年11月 2021年11月

～ ～ ～

◆令和１年度　二酸化炭素調整後排出係数0.455Kg使用（東京電力エナジーパートナー(株)）

達成率

2020年10月 2022年10月 2022年10月

事 務 所 廃 棄 物 量

項　　　目

〇

×

〇

〇

〇

ー５－

×

×

×

〇

〇

〇

85.7%

一 般 廃 棄 物 受 託 量

事 務 所 廃 棄 物 量

水 使 用 量

排 出 事 業 者 へ の 分 別 指 導

◆令和１年度　二酸化炭素調整後排出係数0.455Kg使用（東京電力エナジーパートナー(株)）

10.0 10.0 10.0 100.0%

1,319.5 1,451.4



1位 軽　油

2位 ガソリン     4,737.63kg-CO2

3位 電　気

45,322.47kg-CO2

 1,885.07kg-CO2

CO2搬出量順位

5
水道水使用量の削

減
水使用量 ㎥ 181.0 179.2 68.0 263.5% 〇

7
ＬＰガス使用量の

削減

産業廃棄物受託量

の増加

一般廃棄物受託量

の増加

ごみの削減

事業者への分別指

導の推進

0.78

1,165.4

0.16

12.0

⑥　使用エネルギー別ＣＯ2排出量構成率

番号 単位取組項目 項目

件

ｔ

ｔ

プロパンガ

ス使用量

産業廃棄物

受託量

一般廃棄物

受託量

達成率 評価

目　標 実　績

基準（Ｒ1年）

2019年11月

～

2020年10月

Ｒ３年度

2021年11月～2022年10月

52,711.7

3,588.0

ｔ

二酸化炭素

排出量

電力使用量

ガソリン使

用量

軽油使用量

灯油 実績把握

18,243.0

kg-CO2

実績把握

99.0%

85.7%

0.0

4.540.4

Kwh

ℓ

ℓ

ℓ

kg

81.3%

102.8%

1,677.2

1,451.4

0.18

11.0

0.0

1,319.5

0.18

10.0

実績把握

52,708.2

4,143.0

2,042.1

17,566.9

301.0

52,184.6

3,552.1

1,660.4

18,060.5

1

2

3

4

6

二酸化炭素排出量

削減

電気使用量の削減

ガソリン使用量の

削減

軽油使用量の削減

灯油使用量の削減

ー６－

〇

×

〇

〇

◆二酸化炭素係数０．４５５使用（東京電力パワーグリッド（株））

×

×

×

〇

〇

〇100.0

100.0%

80.3%

112.5%

109.0%

8

9

10

11

事務所廃棄

物量

排出事業者

へ分別指導

100.0

電気使用量4,143Kwh 

 

  

ｶﾞｿﾘﾝ使用量2,042ℓ 

軽油使用量17,567ℓ 

使用エネルギー別 ＣＯ2排出量構成率 



11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

月初点検 月初点検

ホースの破損漏れの点検整備 月初点検 月初点検

終了時メイン電源ＯＦF

ＬＰＧ 給湯機 大川ゆ

検討相談

水使用量 上水 大川ゆ

現場 大川

廃棄物排

出量の削

減

⑦　環境経営計画

空調 大川

高圧洗浄機
洗浄機の環境管理

八木橋

照明

責任者

大川

ＦＡＸのＰＤＦ化

３Ｒの実践

乗用車・塵芥

車・トラック・

フォーク

搬出事業

者へ分別

指導

現場 秋本

受託量の

向上
大川

古紙誌の分別指導

可燃・不燃ごみの分別指導

廃棄物の分別とリサイクル

古紙、缶、ビン等の分別化

指定ごみ袋の納入

電子マニフェストの導入

新規顧客の開拓

節水の表示

許可内容の見直し

ネット広告の利用

新規取引先の営業・開拓

活動項目目的 区分 項目

ガソリ

ン

軽油

清掃・定期点検

消灯の徹底

証明機器（ＬＥＤ）導入

新規空調設備へ代替導入検討

クールビズ・ウォームビズ

フィルターの定期清掃

使用していない部屋の空調停止

遮光対策

温度設定夏28℃・冬20℃

ー７ー

30ｔﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ 八木橋

名刺の自社作成

大川ゆ事務所

秋本

分別ルートの新規開拓

使用時間の規制

コピー用紙の両面使用

封筒の再利用

集約化購買

エコドライブ

二酸化炭

素の排出

量の削減

Ｒ4 Ｒ5

検討相談

検討相談

検討相談

検討相談

検討相談

在庫が無くなり次第に実施検討

日常定期点検の実施

省エネ車の導入検討

排ガス対応車の導入検討



①運用期間（2021年11月～2022年10月）の実績

基準期間

2019 年 11 月
～

2020 年 10 月

基準値 目標削減率 目標値 実績値 実績削減率 評 価

二酸化炭素 Kg-CO２ 52,711.7 -1% 52,184.6 52,708.0 99.00% 未達　×

購入電力 Kwh 3,588.0 -1% 3,552.1 4,143.0 85.7% 未達　×

ガソリン ℓ 1,677.2 -1% 1,660.4 2,042.1 81.30% 未達　×

軽油 ℓ 18,243.0 -1% 18,060.6 17,566.8 102.80% 達成　〇

灯油 ℓ 0.0 -1% 実績把握 301.0 ― 達成　〇

プロパンガス Kg 40.4 ― 実績把握 4.5 ― 達成　〇

受託した産業廃

棄物処理量
収集運搬量 ｔ 0.0 5% 実績把握 0.78 ― 達成　〇

ｔ 1,319.5 5% 1,385.5 1,165.4 84.10% 未達　×

ｔ 0.18 -1% 0.178 0.1640 108.50% 達成　〇

㎥ 181.0 -1% 179.2 68.0 263.50% 達成　〇

件 10.0 - 12.0 13.0 108.30% 達成　〇

＜評価＞

原　因

是　正

原　因

是　正

原　因

是　正

原　因

是　正

②　次年度の環境経営目標　⇒　変更なし

ー８－

ガソリン

一般、民間企業からの見積依頼等で営業車の稼働が多くなり、ガソリン使用量が増えた。

明らかに受注拡大に繋がり良い成果と言える。今後もエコドライブを心掛け、省エネ運転の技術力

アップと安全運転の意識を高める。

一般廃棄物収

集運搬受託量

飲食店や宿泊施設など、訪日インバウンド客がまだまだ戻り切れていない事から、集客もコロナ以前

には戻れていない状況の為、事業系の一般廃棄物の搬出量が減少している傾向にある。

ＨＰを活用した営業活動の強化や広告媒体を活用し、収益の確保に努めたい。

二酸化炭素量

軽油は達成したが、電力及びガソリンが目標超過となったために目標未達成となった。

取扱量が増加するための排出はやむを得ないが、今後共省エネ、エコドライブに努力する。

電　気

電気使用量の大半は、エアコンの稼働時間が長くなってしまった為と考える。

常に事務所内の十分な換気を行っている事から、冷暖房の使用はやむ得ない。

夏冬のエアコン設定温度を管理し、可能な限りの節電に努める。

⑧ 環境経営目標の実績・取組結果並びに次年度の環境経営目標

項　　目 単位

運 用 期 間

2021年11月～2022年10月

◆令和1年度　二酸化炭素調整後排出係数0.455Kg使用（東京電力エナジーパートナー(株)）

内訳

一般廃棄物収集運搬受託量

事務所廃棄物量

水使用量

排出事業者への分別指導



〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 故障時に入替 継続実施

〇 徹底された 継続実施

②　ﾎｰｽの破損水漏れの点検整備 〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

②　日常定期点検の実施 〇 徹底された 継続実施

③　省エネ車の導入検討 △ 徐々に検討 継続実施

④　排ガス対応車の導入検討 △ 徐々に検討 継続実施

ＬＰＧ 給湯機 〇 徹底された 継続実施

△ 裏面はﾒﾓ紙使用 取組予定

△ 一部再利用 取組予定

〇 徹底された 継続実施

〇 裏面はﾒﾓ紙使用 取組予定

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

△ 在庫がある 取組予定

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 取組予定

〇 徐々に検討 取組予定

水使用量 上水 〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

〇 徹底された 継続実施

評価判定　〇実施出来た　△一部実施　×未実施

ﾄﾗｯｸｽｹｰﾙ
①　停止時メイン電源ＯＦF

②　清掃・定期点検

目的 区分 項目 活　動　項　目

二酸化炭

素の排出

量の削減

購入電力

ガソリン

軽油

乗用車

塵芥車

トラック

フォーク

①　エコドライブ

①　使用時間の規制

⑨　環境経営計画の取組結果とその評価，及び次年度の環境経営計画

評価 評　価 今後（次年度）の取組

高圧洗浄機
①　洗浄機の環境管理

照明

①　消灯の徹底

②　照明機器（ＬＥＤ）導入

空調

①　温度設定夏28℃・冬20℃

②　クールビズ・ウォームビズ

③　フィルターの定期清掃

④　使用していない部屋の空調停止

⑤　遮光対策

⑥　新規空調設備へ代替え・導入検討

①　コピー用紙の両面使用

①　節水表示

受託量の向上

①　許可内容の見直し

②　取扱い品目の増加

③　新規取引先の開拓

廃棄物排出

量の削減

④　電子マニフェストの導入

事務所

⑦　名刺の自社製作

③　新規顧客の開拓
現場

ー１０－

①　古紙、缶、ビン、PET等の分別化

②　分別ルートの新規開拓

②　封筒の再利用

③　集約化購買

④　ＦＡＸのＰＤＦ化

⑤　３Ｒの実践

⑥　廃棄物の分別とリサイクル

搬出事業者

への分別指

導

現場

①　指定ごみ袋の納入

②　可燃・不燃ごみの分別指導

③　古紙誌の分別指導



１．環境関連法規の遵守状況

また、関係機関からの指摘、利害関係者からの苦情や訴訟は過去3年間有りませんでした。

遵守状況 〇遵守　ー該当しない

法規・条例・規制 遵守状況

〇

廃棄物の処理及び 〇

清掃に関する法律 〇

〇

静岡県産業廃棄物の 〇

適正な処理に関する条例 〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

道路運送法 〇

貨物自動車運送事業 〇

家電リサイクル法 〇

計量法 〇

〇

〇

循環型社会形成推進基本法 〇

グリーン購入法 〇

消防法 〇

浄化槽法

⑩　環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反等はありませんでした。

　　　　　　遵守確認日:2023年2月10日

　　　遵守確認者：環境管理責任者 大 川　ゆ み

摘要内容又は規制基準値 備　　　考

廃棄物排出事業所との委託契約 契約書の作成・締結

マニフェストの期間内返却 90日以内又は180日以内

マニフェストの保管 ５年間

投棄禁止 不法投棄を禁止する

廃棄物の悪臭・飛散防止
車輌の荷台をビニールシート等で覆い、

悪臭・飛散を防ぐ

マニフェストの年間集計と知事への報告 毎年６月30日　提出厳守

許可書の更新 ５年間

処理委託先の許可書の確認 許可書の有効期限の確認、写し保管する

熱海市・伊東市一般廃棄

物収集運搬許可に関する

条例

熱海市：一般廃棄物の収集運搬 可燃ごみ・不燃ごみ・ﾋﾞﾝ・ｶﾝ、古紙他

伊東市：特定家電ﾘｻｲｸﾙ品収集運搬 特定廃家電

上記、許可と許可書の更新

道路交通法
交通法規の遵守 車検証の確認

点検の実施 消火器の点検

輸送の安全遵守等

安全管理規定の遵守等

特定家電（５品目）の収集 家電リサイクル券の発行・保管

計量証明件数の集計と知事への報告 毎年４月中　提出厳守

浄化槽の保守点検及び清掃の実施

指定検査機関による水質に関する

検査の実施
毎年度実施

ー１１ー

３Ｒへの努力 廃棄物の循環的な利用を推進

環境物品の購入

火災報知器・消火器の設置 外部による定期的な検査



Ⅹ
代

1 ☑

2 ☑

3 ☑

4 ☑

5 ☑

6 ☑

7 ☑

8 □

継続的に活動して参りたいと考えております。

変更の

必要性

1 有・無

2 有・無

3 有・無

4 有・無

5 有・無

6 有・無

株式会社 マ ル ダ イ

代表取締役 大 川  正 史

見直し項目 「有」の場合の指示事項

環境経営方針

見直し指示

①顧客サービスの向上　②社員教育（安全運転・車輌整備・感染対策教育）　③運行ルートの見直し等

上記 ①～③　継続して参りたいと考えております。

2022年2月10日

水使用量は、「節水」掲示物の効果もあり、大幅に削減が出来、社内全体での節水意識が高まっている良い成果です。

関連法規の遵守においては、違反・クレーム等も無く無事に業務を遂行する事が出来ました。

又、社内における安全運転教育の定期的な実施する事で交通事故も無く、給与面でも「無事故手当」「無違反手当」諸手当の

増額を行った事で、一層、社員のモチベーションも高められて来ていると思います。

今後は、ウィズコロナを見据えた社会の変化にも適応しながら、エコアクション21への取組みへの目的や意義を考えながら、

エコアクション２１の最大の目標は、二酸化炭素排出量削減値ですが、今期も１％及ばず、未達成の結果となりました。

エコドライブの徹底や収集運搬ルート等の見直し、無駄な走行を無くすなど、収集運搬効率の改善を図って参りました。

その結果として、軽油使用量を2.8％減少させる事が出来ました。

ガソリン使用量の多くは、見積依頼等で営業車の稼働件数が増えた事が要因ですが、結果として売上ＵＰにも繋がりました。

電気使用量は、夏場のエアコンの使用が長時間に及んでしまった事が要因で、温度設定をこまめに行うなど、節電に努めます。

⑪　代表者による全体の評価と見直し・指示
作成：2023年2月10日

1

・

見

直

し

関

連

情

報

項　　　目 確認：（必要に応じて評価・ｺﾒﾝﾄ記載）

エコアクション21文書 記録・文書として作成しました。

環境経営目標及び目標達成状況 電気・ガソリンは未達でした。

環境経営計画及び取組み実施状況

問題点の是正・予備措置の実施状況 継続して取組みます。

取引先、関連行政機関、他の外部動向 継続して取組みます。

その他（　　　　　　　　　　　　）

継続して取組みます。

環境関連法規要求一覧及び遵守状況 記録に記載いたしました。

外部コミュニケーション・対応記録 特に問題ありませんでした。

環境経営目標

環境経営計画

環境に関する組織（実施体制含め）

その他のシステム要素

その他（外部への対応）

ー1２－



＜緊急時対策＞

想定される環境に於ける緊急事態について、環境への影響を最小限に食い止める事、内外への連絡を円滑に行う

事を可能な範囲で事前に想定、準備する事。又、定期的にその訓練を行う。更に緊急事態の発生や、訓練の後で

対応と改善を行う。

想定のパターン 原　因

②現場からの火災である事を大声で知らせる。

③従業員を出火箇所に集結させ、初期消火作業を行う。

・自然災害から生命を守る、危機管理意識を向上させる。

訓練の記録

訓連日 原因

訓連日 原因

⑥避難人員の確認。

パターン１ 倉庫内からの発火

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの

不適切な使

用

パターン２  大地震（運転中） 自然災害

（手順）

①ハザードを点灯させ、減速し道路左側へ車両を停車させる。

②津波情報に注意し、海・川から速やかに離れ、スマートフォン、

（手順）

①消防署に通報する。

④残留者がいない事を確認する。

⑤消防隊到着後、状況の説明を行い、隊員の支持に従う。

※評価と改善策

運転中に大地震に遭遇した際の行動を確認し、さまざまな危険に付いて話し合いを行う事が出来た。

いつ、何処で大地震に襲われるかは未知であるが、運転中に大地震に遭遇した際を想定してみる事で、危機管理意識向上へ

繋がり、危険から身を守る事を前提に、事業活動を行っていく様、指導した。

又、社内の防災備蓄品などの点検を行い、被害防止に備える重要性を再認識することが出来た。

■参加者／全社員

フォークリフト使用の際は、足回りに古紙誌等が散乱している事が無い事、又作業動線を確保し作業に当たる様に指示した。

※検証結果

フォークリフト年次点検、日々の整備を行うなど、又倉庫内堆積物の整理整頓もされている事から、対応策の改訂は必要ないと

訓練の記録

想定される緊急時の状況 対処・訓練等

2023年2月3日 大地震（運転中） 自然災害
揺れが落ち着くまで、車内で待機。情報収集、周辺状況を確認。

海岸・河川から離れ、自身の命を守る。

判断する。本件の火災事故が予期せぬ原因で起こってしまったことから、参考事例として話しあった。

この様な事案も、稀な事故と捉えず、ダンボールや紙類を体積する際は、堆積物の荷崩れ、散乱する事が無いかを十分確認し、

　ラジオを使い、道路状況や周囲の観察を行う。

③車両を放置して避難する際は、エンジン停止、窓を閉め、鍵を

　差したまま避難し、人命第一の行動をとる。

想定される緊急時の状況 対処・訓練等

2023年1月10日 倉庫内からの発火

ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの

不適切な使

用

火災の原因は、ﾌｫｰｸﾘﾌﾄの不適切使用からの発火と想定されるが、

日頃より、整理整頓を心掛け、古紙類など保管場所は堆積物の散乱

等が無いか確認する。

■参加者／全社員

※評価と改善策

過去に起きた、ダンボール倉庫の大規模火災を参考事例に、その原因と対策を学ぶ事が出来、各々の危機管理意識が高まった。

原因は、フォークリフトの金属管に誤って段ボール片が入り、高温となった金属菅がダンボールに接触した為の火災との報道。

環 境 上 の 緊 急 対 策

想定される緊急事態 対　応　策

・フォークリフトの適正な使用

・消火器の設置

作成日：2023年 2 月 10 日

作成者：大 川　ゆ み



作成日：２０２３ 年 2 月 10 日

※期間中のクレームはありませんでした。 作成者：大　川　　ゆ　み

住所

連絡先

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

電話

対策 ・

・ メール

苦情 ・

（　　　）

必要・不要

5 ／

№ 通報者 通報方法 内容

1 ／

情報入手日 情報種類
対応内容

（再発防止策）
回答の必要性

必要・不要

必要・不要2

3

4

／

／

／ 必要・不要

必要・不要

（別表）

環境コミュニケーション受付表

7 ／ 必要・不要

6 ／ 必要・不要


